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なぜこの論文を読むのか

• SNLP2018の読むべき論文推薦で２位
分散表現：点→分布 の拡張
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目的

• subwordも考慮したembeddingを作りたい
例：circumnavigation, dogz
fasttext [がこれをやっていた

• 同時に多義性も考慮したい
例：pop, rock

sub-wordの
Gaussian Mixtureで分散表現を作ろう

Mixtureのcomponent: 1つの意味



語の多義性→Gaussian Mixture

（すべての）語にはK個の意
味があると仮定
語 wのi番目の意味の
分散表現の中心μw,i
共分散Σw,i



sub-wordも考慮して分散表現を作る

語ｗの文字N-gram:NGw
sub-word：zg



語が分布なら語同士の類似度は？
語と語の類似度は点なら典型的には：内積
分布でもやっぱり内積



ξの意味

ξ大→エネルギー大

実際には対角成分だけ考えて…



訓練

positive context pair: w, c
negative context pair: w, n
マージン最大化

ｗの分布：f
cの分布：g
nの分布：n

訓練に使う語は，高頻度語に集中してサンプルされるのを防ぐために，

f(w):wの頻度
U(w): wのuni-gram確率

負例は

K=2, t=10-5



結果：PFT-GMが提案



結果２

多義語に着目した
評価用データセット
でもよくなっているよ



結果３



sub-wordが
どれだけ
きいてる？



感想

分布で表現するとパラメタが増えすぎてうまくいかないので
できる限りパラメタを減らしている感
• 語については共分散行列を考慮するがsub-wordについては平均ベ

クトルのみ
• 共分散行列の対角成分だけ考える
• K=2決め打ち
K=2決め打ちは，「現実（にデータから考慮できる多義性）はそん
なものだ，現実を見ろ」と言われている感
μについては評価しているがΣについては評価していない
• Σはμをよくするために使われているだけ．本当は，Σに

entailmentが表れるようにしたいですよね…


